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　　　　　　　　　　　　　　　論　　文　　の　　要　　旨
　好アルカリ性発酵については，すでに数多く報告されているが，それらは酵素生産についてであ
り，代謝産物についての報告はほとんどない。そこで有用な新規の代謝産物を得ることを目的とし
て，高アルカリ性条件下（pHlO）におけるヅアルカン資化性菌を検索した。その結果，土壌から分
離した一菌株（SD－74）が，ザアルカンから著量の酸性糖脂質を菌体外に蓄積しうることを見いだし
た。この糖脂質は2つの主生産物（STL一ユ，STL－2）から成り，いずれも新規サクシノイルトレハ
ロース脂質であることが判明した。本研究は，土壌から分離したこの酸性糖脂質生産菌SD－74株g
菌学的諸性質を調べ，同定するとともに，ザヘキサデカンから生産された新規サクシノイルトレハ
ロース脂質の構造を解析し，さらに種々の培養条件を検討して発酵特性を明らかにし，本糖脂質を
大量に生産することなどを目的としたものである。
　1）土壌試料約200について，水不溶性の？t一アルカンを炭素源とした，アルカリ性（pHlO）の培地
で集積培養を行った結果，20株の〃一アルカン資化性菌が得られた。これらの培養物について生産物
の有無を種々調べた結果，SD－74株の培養液は，酸性にすると白濁しラ多量の酸性物資が沈澱し
てくることが判明した。この沈澱物は，酢酸エチルで抽出され，アンスロン試薬に対し陽性で
あることなどから，酸性の糖脂質であることが推定された。
　この酸性糖脂質生産菌であるSD－74株はラグラム陽性の多形性菌で，コリネ型の桿菌から分
岐状菌までの形態を示した。細胞成分として，㎜eSO一ジアミノピメリン酸，アラビノース，ガラク
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　トース，グリコール酸，炭素数33～37のミコール酸，10一メチル脂肪酸などを含み，G＋C含量は
71㎜o1％であった。調べたその他の菌学的諸性質から，SD－74株は，肋od060㏄〃∫仰伽oクol｛8と同定
された。なお本菌株はアルカリ性条件下で分離されたが，その生育最適pHは7～8であり，好アル
カリ性ではなく，pHlOでも生育しうる耐アルカリ性菌であった。
　2）SD－74株の生産するこの酸性糖脂質の構造を調べるために，炉ヘキサデカンを炭素源とし
て大量培養し，培養液を酸性にすることにより，培地ユ4当り約ユ5gの糖脂質沈澱物が得られた。こ
の糖脂質は，酢酸エチル，メタノール，クロロホルムなどに可溶で，TLC分析により，2つの主生
産物（STL－1，STL－2）から成っていることがわかった。またTLC上で各種検出試薬を用いて調
べた結果，両糖脂質はいずれもエステル型の酸性糖脂質であり，リン酸基，アミノ墓は含まれてい
なっかた。ついで，本糖脂質をケン化してその構成成分を調べた結果，水溶性画分からはα，α一ト
レハロースとコハク酸のみが，脂溶性画分からは炭素数ユ6の飽和直鎖脂肪酸が主として検出された。
以上の結果から両糖脂質は，コハク酸の遊離のカルボキシル基により酸性を示す，サクシノイルト
レハロース脂質であると推定された。さらに，主生産物であるSTL一とSTL－2とをシリカゲルカ
ラムクロマトグラフィーなどによって分離・精製後，それらの構成成分比を調べ，STL－！はdis一
む㏄inoy1－diakanoy1一α，α一treha1ose，STL－2は肌㎝osuccinoy1－dia1kanoy1一α，αヤeha1oseと推定
された。ついで，アシル基の結合位置を調べるために，精製したSTL一とSTL－2のそれぞれを完
全メチル化し，ケン化，酸加水分解，還元後，アセチル化して部分メチル化アルジトールアセテー
トを調製した。これらをGC－MS法によって，アセチル基の導入された位置を調べ，アシル基の結合
位置を推定した。その結果，STL一は，2，3，4，2’一d卜0－succinoy1－d卜0－a1kanoy1一α，αヤe－
ha1ose，STレ2は，2，3，4珊ono－0－s㏄c1noy1－d卜0－a1kanoy1一α，トtreha1oseとそれぞれ推定
された。サクシノイルトレハロース脂質に関しては，Batrakovらが，吻ooわα肋γ｛㈱力鮒ψ伽6㈱の
菌体内脂質の1成分として，2－0－octanoy卜3，2’一0－decanoy1－6－0－su㏄inoy1一α，α一treha1ose
を報告している。またRistau　and　Wag岬は，見仰肋ゆo〃3DSM432蛎が〃一アルカンから，上記
のトレハロース脂質とはアシル基の結合位置だけが異なる，treha1ose－tetraestersを菌体外に最高7．
．9gμ蓄積することを報告している。これらはいずれも，肌onosuccinoy1－t由1kanoy1－treha1oseであ
り，本菌株の生産するSTL一ユとSTL－2は，ともにこれらとは異なる新規なトレハロース脂質で
あった。
　3）ついで，用途開発のために本糖脂質を大量に収得することを目的として，その生産条件につ
いて種々検討した。研究の当初には，菌体が凝集して菌魂が形成され，再現性のある培養結果が得
られず，また生産性も向上しなかった。これは本菌株の細胞表層がきわめて疎水性であるため，基
質である〃一ヘキサデカン濃度が菌体増殖に伴って低くなると，菌体が培地申に均一に分散できず，
凝集してしまうためと考えられた。そこで〃一ヘキサデカン濃度の影響について検討した結果，10％
（v／v）とした場合に，菌体は凝集しにくく，高収率で本糖脂質が生産された。糖脂質生産のための
培養pHについて調べたところ，6．5～7．0が最適であり，最適生育pHより若干低いことが判明した。
したがって，酸性物質を著量に蓄積する本発酵においては，培養pHを7前後に保つことが必要であ
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り，振藍培養では高濃度（O．3～O．4。）のリン酸緩衝液を培地に加えて，pHの低下を防ぐことに1
よって生産性を向上させることができた。なお，無機塩類添加の影響について調べたところ，培地
の浸透圧を食塩価として約2％に高めることにより，生産量が著しく増加した。この場合，ナトリ
ウム塩よりもカリウム塩の添加がより有効であった。なお，高濃度領域では，C1■はP043一やS042’に
比べ，本輝脂質生産に対し阻害性を示した。一方，Ca塩やMg塩を添加すると，菌体が凝集する傾
向を示し，その結果，生産量は低下した。その他，種々の培養条件を検討して判明した最適条件下
で，ジャーファーメンターを用いて10日問培養した結果，培地1ゼ当り約40gのサクシノイルトレ
ハロース脂質が生産された。この場合の対消費基質収率は約50％であった。
審　　査　　の　　要　　旨
　土壌から新たに分離された細菌が，例一アルカン類から極めて多量に酸性糖脂質を生産しうること
がまず見出された。この細菌は舳o6oo060㈱仰肋ゆol｛∫と同定され，酸性糖脂質は新規物質である
サクシノイルトレハロース脂質であることが明確にされている。さらに多量生産のための培養条件
も検討され，やや多量の塩類の添加によって生産量が著しく増大するなど種々の興味ある知見が得
られている。
　微生物が生産するこの酸性糖脂質は，いわゆるバイオサーファクタントであって，高い生分解性
や安全性をもつ故に，乳化剤，分散剤として，食晶，医薬晶などへの用途が期待されるばかりでな
く，抗ウィルス活性を持つことも共同研究機関ですでに明らかにされており，生理活性物質として
の利用も期待される。
　以上，本研究は，生化学工業に新たな発展を付加するものとして高く評価しうる。
　よって，著者は農学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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